
コード 説明 Knots m/s

0 鏡のような海面 0 - 0.9 0 - 0.2

1 うろこのようなさざ波ができるが、波がしらに泡はない。 1 - 3 0.3 - 1.5

2
小波の小さいもので、まだ短いがはっきりしてくる。波がしらはなめらかに見え、
砕けていない。

4 - 6 1.6 - 3.3

3
小波の大きなもの、波がしらが砕け始める。泡はガラスのように見える。ところ
どころ白波が現れることがある。

7 - 10 3.4 - 5.4

4 波の小さいもので、長くなる。白波がかなり多くなる。 11 - 16 5.5 - 7.9

5
波の中くらいのもので、いっそうはっきりして長くなる。白波がたくさん現れる。
（しぶきを生じることもある。）

17 - 21 8.0 - 10.7

6
波の大きいものができ始める。いたるところで白く泡立った波がしらの範囲が
いっそう広くなる。（しぶきを生じることが多い。）

22 - 27 10.8 - 13.8

7
波はますます大きくなり、波がしらが砕けてできた白い泡は、すじを引いて風下
に吹き流され始める。

28 - 33 13.9 - 17.1

8
大波のやや小さいもので、長さが長くなる。波がしらの端は砕けて水煙となり始
める。泡は明りょうなすじを引いて風下に吹き流される。

34 - 40 17.2 - 20.7

9
大波。泡は濃いすじを引いて風下に吹き流される。波がしらはのめり、くずれ落
ち、逆巻き始める。しぶきのため視程が損なわれることもある。

41 - 47 20.8 - 24.4

10
波がしらが長くのしかかるような非常に高い大波。大きなかたまりとなった泡は
濃い白色のすじを引いて風下に吹き流される。海面は全体として白く見える。
波のくずれ方は、激しく衝動的になる。視程は損なわれる。

48 - 55 24.5 - 28.4

11
山のように高い大波（中小船舶は、一時、波の陰に見えなくなることもある）。海
面は、風下に吹き流された長い白色の泡のかたまりで完全に覆われる。いたる
ところで波がしらの端が吹き飛ばされて水煙となる。視程は損なわれる。

56 - 63 28.5 - 32.6

12
大気は、泡としぶきが充満する。海面は、吹き飛ぶしぶきのために完全に白く
なる。視程は著しく損なわれる。

64以上 32.7以上

　ビューフォート風力階級と同値

気象庁風力階級（Wind force）コード表
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